
The10th Chiba IVR technical seminar

主催：

日 時 ： 2017年6月18日（日）
会 場 ： 千葉大学病院 ３F ガーネットホ－ル
時 間 ： 9時00分～17時40分（受付8時20分より）

参加費 ： 3000円 （テキスト代、昼食代含む）

定 員 ： 270名（先着）

【事前登録制】

応募開始 ：５月１日より受付開始

申込先 ：申し込み専用アドレス⇒ chiba.angio@gmail.com

件名に “ 第10回千葉IVR技術セミナー申込み ”

本文に 名前、職種、アドレス、所属施設の記入をお願い致します。

（担当：東京ベイ・浦安市川医療センター 藤元、 千葉西総合病院 増子）

千葉アンギオ技術研究会HP：http://cats.umin.jp/

千葉アンギオ技術研究会では、今年もＩＶＲ技術セミナーを開催いたします。
昨年よりも更に２分野増やすことで、様々な施設のニーズに応えられるような内

容です。基礎から応用までを行いますので、これから血管撮影部門を勉強したい方
から、更にスキルアップしたい方まで、皆様の期待に応えられるセミナーとなって
おります。
盛り沢山の講義を一日で受講できるセミナーですので、診療放射線技師に限らず、

血管撮影に携わる全てのスタッフの方々に参加して頂ければ幸いです。是非お誘い

合わせの上、皆様のご参加を心よりお待ちしております。

日本血管撮影・インターベンション専門診療放射線技師認定講習会（２ポイント）

日本救急撮影専門技師認定研究会（２ポイント）
インターベンションエキスパートナース認定研究会（10ポイント）

mailto:chiba.angio@gmail.com


8:20受付開始

8:55 開会の挨拶 千葉アンギオ技術研究会代表 加藤英幸

被ばく・防護 新東京病院 石田浩之

(被ばくを重点的に、計測学、生物学、DRL)

頭頸部領域の診断 東京医科歯科大学医学部附属病院 高谷英克

（解剖、疾患の概要、撮影方法、回転撮影の種類と違い）

頭頸部領域の治療 亀田総合病院 池谷尚人

（治療の概要、デバイス、治療方法について）

イメージング 千葉西総合病院 増子悠介

(IVUS、OCT、血管内視鏡、心エコー)  

チーム医療・薬剤、造影剤 東京ベイ・浦安市川医療センター Ns 斎藤久実

（他職種の役割、薬剤・造影剤の種類と用途、副作用時の患者対応）

救急IVR について 千葉県救急医療センター 今関雅晴

（急変時の対応、塞栓物質、撮影テクニック、入室までの流れ（準備）、検査にあたっての注意点）

腹部領域の診断と治療 東京女子医科大学病院 岩崎 翼

（解剖、疾患の概要、デバイス、TACE、動脈・静脈・門脈のIVR）

下肢のIVR（四肢） 日本赤十字社医療センター 古林基博

（解剖、疾患の概要、撮影方法、デバイス、下肢IVR、上肢及びシャントPTA）

胸部・大動脈領域の診断と治療 亀田総合病院 岩上亜矢

(解剖、胸部IVR、ステントグラフト、BAV、TAVI(PTAV)) 

小児の診断と治療 国立成育医療研究センター 木村恭彦

（解剖、疾患の概要、撮影・造影剤条件）

心臓領域の診断 しらさきクリニック 千葉 健

（解剖、疾患の概要、画像の見方、左心カテ、右心カテ、心電図）

心臓領域の診断と治療 埼玉石心会病院 清水大輔

（治療の概要、デバイス、テクニック、心臓IVR、FFR、ペースメーカー）

17:05代表の挨拶 千葉アンギオ技術研究会代表 加藤英幸

機器工学 東千葉メディカルセンター 渡辺一寿

（JIS、ネットワーク、画像処理、機器のQA・QC）

千葉IVR技術セミナー

プログラム

9:00～11:50    午前の部

昼休憩50分

12:45～17:05 午後の部

17:10～17:40 イブニングセミナー(参加自由)

コーヒーブレイク10分


